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第８次熊本県保健医療計画の概要及び本協議会での協議について

１ へき地の医療

熊本県保健医療計画について

○ 熊本県保健医療計画（以下「県医療計画」という。）は、医療法第30条の４の規定に基づく医療計画として、本
県の保健医療分野の施策を推進する基本的な計画として策定している。

※現行の県医療計画は第７次（計画期間：平成３０年度から令和５年度まで）となる。

○ 第７次県医療計画の計画期間は令和５年度末までのため、令和５年度中に、令和４年度に実施した総合評価
や国指針等を踏まえ、第８次県医療計画を策定する必要がある。

○ 第８次県医療計画の期間は、令和６年度から令和11年度まで（６年間）

○ 国の医療計画策定指針（平成29年3月31日付け厚生労働省医政局地域医療計画課長通知）により、「へき地
保健医療計画」を第７次県医療計画に統合し、５事業目の「へき地の医療」として規定。

○ 第７次県医療計画のへき地の医療に関する協議は、「熊本県へき地保健医療対策に関する協議会」で行った
が、同協議会の役割は令和元年度に本協議会（県地域医療対策協議会）へ移行したことから、第８次県医療計
画の「へき地の医療」に関する協議は、本協議会で行う。
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○ 熊本県医師確保計画（以下「県医師確保計画」という。）は、医療法第30条の４第２項第11号の規定に基づき、
県医療計画の一部として、令和元年度に策定。

○ 国の「医師確保計画策定ガイドライン」上、都道府県は大学や医師会、地域の中核病院等の関係者と、地域
医療対策協議会等の場で合意を得た上で医師確保計画を策定しなければならないとされており、現行の県医
師確保計画と同様、次期県医師確保計画に関する協議は、本協議会で行う。

※ 現行の県医師確保計画は、第７次県医療計画の計画期間中の医療法改正により策定した経緯から、別冊として策定。次期県
医師確保計画は、県医療計画の「別冊」ではなく、県医療計画本体に統合。

※ 現行の県医師確保計画の期間は令和２年度から令和５年度までの４年間。令和６年度以降は、計画を３年毎に見直すこととさ
れている。

第８次熊本県保健医療計画の概要及び本協議会での協議について

２ 医師確保計画
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第７次熊本県保健医療計画の総合評価について

令和５年２月７日

令和４年度熊本県保健医療推進協議会
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第７次熊本県保健医療計画の総合評価について

令和５年２月７日

令和４年度熊本県保健医療推進協議会
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・医師偏在指標の分析
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